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本研究の目的
大腸CT検査において仮想大腸展開像を用いて、人工知能技術による病変自
動検出が可能かどうかを検討した。

調査対象データ
該当期間

2020年1月から2022年7月

対象となる患者 大腸CT検査を施行した方

研究の方法
（使用する情報・試料）

大腸CT検査で撮影した画像を再構成した画像（仮想大腸展開像）をトレーニン
グデータ用に収集し、自動検出用の学習モデルを作成した。


